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価値尺度と文化階層

















































2 ． 2 つの文化集団





















































































































ある価値尺度で価値が弁別される対象集合をＸ：｛x1, x2, …, xn｝とする。Ｘを定義域と
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集合（あるいは基数集合）であるとき，価値尺度SjとSkの類似はX=｛x1, x2, …, xn｝の要
素がVjとVkに写像された配置の一致度で判定されるとしよう（ 3 ）。具体的には価値尺度
SjとSkの類似度を，価値vijとvik（i=1, 2, …, n）の相関係数によって定義する。相関係
数が 0 のとき， 2 つの価値尺度の序列は無関係である。相関係数がマイナスになるのは
2 つの価値尺度が対立関係にあることを意味する。
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つ計 2 つの価値尺度しか関わらないとすれば，価値尺度空間の次元数の最大は 2 である。
1 次元で 2 つの価値尺度が逆向きのばあいもありうるが，価値序列が逆転した人びとが
ひとつの社会で共存しているのは病的である。 2 つの文化集団が存在するとき，鮮明な
対立関係を避けるには価値尺度空間は 2 次元である必要があり，それぞれが 0 °尺度と
90°尺度のような関係にあれば，対象価値の体系的な逆転関係を避けることができる（ 4 ）。
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としても，それはあくまでも受動的な目印として，引き立て役









































































































5 ． 1 　文化評価スコアの分析
片岡栄美（1996）は職業威信スコアと同様の手順で，21の文化項目について，その
序列を示す文化威信スコア，あるいは集団ごとに計算した文化評価スコアを算出して
いる（ 6 ）。この分析結果（片岡 1996： 5 　表 1 「文化評価スコアと諸属性」）を用いて，
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支配階級，中間階級，庶民階級の価値尺度間の空間的関係に検討を加えることにしよう。
文化活動項目それぞれについて集団ごとに計算された回答の平均＝文化評価スコアは，
性別 2 区分，職業による 3 区分（専門・管理，事務・販売，ブルーカラー）と学歴によ









　　　　　　表 5 ． 2 　学歴別・文化評価スコアの相関係数
学歴階層 相関係数
全体 高校 中学










　　　　　　表 5 ． 4 　職業別・文化評価尺度の相対角度
学歴階層 角度（°）
全体 高校 中学
大学 13.8° 24.6° 
高校 18.0° 
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Ｃ）に，Ａ+Ｂ=Ｃのような関係があれば2次元を主張できると考えられるが，職業別で
は13.0+17.5=30.5（>24.1），学歴別では13.8+18.0=31.8（>24.6）と食い違いは 5 °～ 6 °
ほどあり，いずれもぴったり 2 次元に納まるとはいえない。














　　　　　　表 5 ． 6 　学歴別・日本的趣味の相関係数
学歴階層 相関係数
全体 高校 中学
大学 0.960 0.841 
高校 0.907 





　　　　　　表 5 ． 8 　学歴別・日本的趣味の相対角度
学歴階層 角度（°）
全体 高校 中学
大学 16.2° 32.7° 
高校 25.0° 
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表 5 ． 9 　職業評定尺度間の関係
第 2 第 3 第 4 第 5
第 1 118.1° 24.4° 33.3° 68.7°
第 2 111.3° 124.5° 129.3°
第 3 28.4° 68.1°
第 4 54.3°
都築（1998a: 78）表 3 ．3 から1995年調査データについて計算
第 1 ，3 ，4 尺度（貢献，技能，報酬）はそれぞれ30°前後で交わっていて，職業威信
スコアとも相関が強く，鼎のように職業威信尺度を支えている。ところが，第 2 尺度
（創造性）は 1 ，3 ，4 尺度いずれとも120°前後で，第 5 尺度（かっこよさ）は50～70°で



















































































社会学部論叢　第20巻第 2 号 2010. 3〔40〕
89






朝日新聞 2009. 7 .31付朝刊「親の年収　進学率左右」
―― 2009. 8 . 1 付朝刊「文化特捜隊―ヤンキー文化論，なぜ注目」
Bourdieu, Pierre 1979, 1982 La Distinction Critique Sociale du Jugement, Minuit（=1990　石井
洋二郎訳『ディスタンクシオンⅠ・Ⅱ』藤原書店）
―――― 1980 Questions de Sociologie, Minuit（=1991　田原音和監訳『社会学の社会学』
藤原書店）
Chan, Tak Wing and John H. Goldthorpe 2007 “Class and Status: The Conceptual Distinction and 
its Empirical Relevance”, American Sociological Review, Vol.72 August: 512-32
Ehrenreich, Barbara 1989 Fear of Falling: The Inner Life of the Middle Class （1995=中江桂子
訳『「中流」という階級』晶文社）
古田和久 2008｢教育機会の不平等生成メカニズム｣






















社会学部論叢　第20巻第 2 号2010. 3〔40〕
れた威信尺度との関係―」『職業評価の構造と職業威信スコア』「現代日本の社会階
層に関する全国調査研究」成果報告書：181-94
―― 2004「準階層とその構成に関する仮説的検討」『流通経済大学社会学部論叢』Vol.15, 
No.1: 1-20
